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東京都保育サービス推進事業補助金における「小中高生の育児体験受入れ」 

の算定について 

 

 平素より東京都の保育行政の推進に御協力賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、東京都では、東京都保育サービス推進事業補助金における「小中高生の育児体験受

入れ」及び保育人材確保事業における高校生向け「保育の仕事職場体験事業」の取組みを通

じ、次世代の育成支援を推進しているところですが、今般の新型コロナウイルス感染症の拡

大の影響により、保育所の育児体験受入れ日数の減少が懸念される状況にあります。つきま

しては、令和３年度より、東京都保育サービス推進事業補助金の「小中高生の育児体験受入

れ」の算定について、下記のような取扱いといたします。 

 

記 

 

１ 内容 

  東京都保育人材･保育支援センターが実施している高校生向け「保育の仕事職場体験事

業」において体験費用の受領の対象となる日であっても、「小中高生の育児体験受入れ」の

算定対象から除外する必要はありません。 

 

２ 適用期間 

  令和３年度以降 

 

３ 留意事項 

その他の「小中高生の育児体験受入れ」の取扱い（目的、対象者、算定方法等）は、こ

れまでと同様に、加算項目説明資料のとおりとなります。 

 

４ 問い合わせ先 

  東京都福祉保健局少子社会対策部保育支援課保育助成担当 魚井・中島 

  電話：０３－５３２０－７６８２   

メールアドレス：careerup@section.metro.tokyo.jp 


